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1. はじめに 近赤外線（波長: 800- 2500 nm）を可視光線（波長: 350- 750 nm）に変換するアップコ

ンバージョン(以下 UC: Up-Conversion)という手法がある。近年、太陽光発電の効率向上、バイオ

分野のイメージング、赤外センサーの応用として注目されている。本研究では、980 nmの近赤外

線を可視光へ変換することを目的とした。UC 蛍光体は母体結晶成分(Ti, Zn)、長波長のエネルギ

ーを吸収し別の成分に転移させる感光成分(Yb)と感光成分によって転移したエネルギーにより発

光する活性化成分(Tm)によって構成される。本研究では、熱処理により簡易的に成膜できる有機

金属塗布熱分解(MOD: Metal Organic Decomposition)法を用いて成膜を行う。 

2. 実験方法 Si基板の上に、Tm2O3のみが粉末で比率が Ti：Zn：Yb：Tm(粉末)=1：1：0.03：0.02 

である UC溶液を塗布した試料を試料(a)とする。次に、全てが溶液で比率が Ti：Zn：Yb：Tm=1：1：

0.03：0.02 である UC溶液を塗布した試料を試料(b)とする。そして、2つの試料に有機物の除去のた

めの仮焼成 300 ℃_10 min を行い、結晶化のための本焼成を 800 ℃_3 h で行った。また、作製した

UC蛍光体に 980 nmの近赤外線を当てPL(Photoluminescence)測定により可視光域の発光を観測した。 

3. 実験結果 2つの試料の発光様子を Fig. 1に示す。また、2つの試料の XRD測定結果を Fig. 2に

示す。Fig. 1より、粉末を用いた、試料(a)は青色発光を示しているが、Tm2O3が溶液である試料(b)

は発光を示さなかった。さらに、Fig. 2より試料(a)には Tm2Ti2O7 (222) の結晶性がみられないが、

試料(b)には Tm2Ti2O7 (222) の結晶性がある。この 2つの観点から Tm2Ti2O7 (222) の結晶性が発光

に関与していると考えられる。 

 

 

 
Fig. 1 Luminescence of Up-Conversion phosphors. 

(a) Ti：Zn：Yb：Tm(powder)=1：1：0.03：0.02, 

(b) Ti：Zn：Yb：Tm=1：1：0.03：0.02. 

Fig. 2 XRD results of Up-Conversion phosphors. 

(a) Ti：Zn：Yb：Tm(powder)=1：1：0.03：0.02 

(b) Ti：Zn：Yb：Tm=1：1：0.03：0.02. 
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